職務経歴書

ｘｘｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日現在

        



           氏名：　○○　○○　　　

■経歴要約・得意分野

・筐体設計システム構築

・3D-CADソフト「CATIA　V5」の使用

■職務経歴

	
	
	勤務地

	ｘxｘｘ年4月
	株式会社　　　　　　　　入社


	ｘｘｘ県




■詳細経歴

	期間
	業務内容
	開発環境
	役割等

	Xxｘｘ年 ｘｘ月
	新人研修

CATIC　V5基本スキル研修

設計全般座学

マナー研修

テンプレート構築スキル研修等


	Windows

CATIA　V5


	

	Xxｘｘ年 ｘｘ月

（1ヶ月）

Xxｘｘ年ｘｘ月

（00ヶ月）
	・本社にて、テンプレート作成手法の学習

・プレゼン用CADデータ作成（自動車鋳物部品、金型）

・CATIA　V5による営業用デモンストレーションデータ構築

（構築者3名）

・自動車バンパー結合部テンプレート作成

・携帯電話部品金型テンプレートデータ作成


	Windows

CATIA　V5


	テンプレート構築者

	Xxｘｘ年ｘｘ月

（00ヶ月）


	デジタル一眼レフカメラレンズ筐体設計

・筐体設計システムの構築

製品設計フロー、詳細手順書作成

CATIA　V5による、マスターテンプレート構築

テンプレートデータ構築を行ったため、ＣＡＴＩＡデータを一時的なデータとして使用するのではなく、データそのものを設計におけるツールとして使用するという、特殊なデータ構築スキルを習得。


	Windows

CATIA　V5


	テンプレート構築者

	Xxｘｘ年 ｘｘ月

|

現在


	ショックアブソーバー設計

・CATIA　V5を用い、２Ｄ及び3Dの作成

ショックアブソーバーの3Dデータ作成及び図面作成を行い、

ASSYレイアウト検証を行う。

レイアウトに沿い各単品図COMP図面の作成。

・CATIACAE解析による強度検討

強度部品に関して解析により成立性検証を行う。

・CATIAテンプレート提案（ナット）

パワーコピーを利用したナットテンプレートの作成。

ある3Dモデルに対しナットデータを作成する際の工数９０％削減に成功。

・CATIAテンプレート提案（グラフ・表）

デザインテーブルを利用した２Ｄテンプレートの作成。

図面に記載するグラフ及び表の作成をエクセルと連動させることで半自動化に成功。工数削減83％

・マスターテンプレート修正

他機種で適応されたマスターテンプレートを新機種に対応するよう修正。

・主要取引先とのデータ転送書フォーマット作成

　　エクセルマクロ等を使い、取引先とデータのやり取りをする際のフォーマットを作成。

・各資料作成

検証結果資料、取引先提出資料、社内提出用開発資料、

評価会資料等作成。

・単品部品設計①
サスペンションの性能部品であるラバー部品の仕様出し、

形状検討。

アメリカ現調品の為、アメリカ下請との整合、及びスケジューリングを

行う。現在進行中であり、次期イベントにて投入予定。

・単品部品設計②
　　サスペンションの車体取り付け部単品強度部品設計（プレス部品）

　　生産技術部との整合を行い、顧客要求を満たすよう

　　形状検討及びＣＡＴＩＡ解析による検討を行う。

　　顧客立ち合いの元、耐久試験を行い、要件クリア。

・単品強度部品設計
　サスペンションのバネ受け部分の形状変更に伴い、関連ラバー部品の形状検討を行う。現在、顧客に対し提案中。

・社内設計システム推進強化プロジェクト参加

　マスターテンプレート構造、データ管理等、現状の設計システムの問題点抽出及び、改善

・設計コスト算出システム構築プロジェクト参加

　コスト算出が開発部にて行えていない状況の改善


	Windows

CATIA　V5

パワーポイント

エクセル
	設計


■資格・表彰等

Xxｘｘ年ｘｘ月
普通自動車免許取得

■自己PR

私は２つの立場で、製品設計に関わってきました。「設計サポート的立場」と「設計者的立場」の２つです。
「設計サポート的立場」では、工程短縮を目標とし、既存の設計システムを見直し、及び工程短縮のための新たな設計システムを構築してきました。主に設計システムにおいて利用するテンプレートデータを主に構築していましたが、現在3D CADが設計分野で普及し始めたばかりで、CATIA V5を使いこなせる人が少ない中、「いかに誰でも簡単に使用できるデータに構築できるか」と言う事を、常に意識しデータ作成を行いました。
「設計者的立場」では、実際に設計を行っている部署で、サスペンションの設計業務に関わっています。「設計サポート的立場」のような外からの「マクロな視点」とは違い、作業者レベルの「ミクロな視点」で、業務を行っています。
この二つの経験は、どのような設計に関わる事になっても、いかに効率よく、設計業務を進められるかという、リードタイム短縮が宿命ともされる、エンジニア職には欠かせない物だと感じています。
宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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